
自家消費証明と
コーポレートPPA事業
グリーンピープルズパワー株式会社
2021年12月18日



１、⾃家消費証明事業

特定
再エネ発
電所

特定
再エネユーザー

⽇本では電気は30分単位で需要と供給を⼀致させる「需給調整」がおこなわれている。
それにあわせて30分ごとの、特定発電所の発電時間帯に、発電所からの系統供給量と
特定ユーザーの消費量を把握し、全量⾃家消費されていることを証明。

両者を⽐較検討して
⾃家消費率を割り出す。

送電系統

スマートメーターBルート
データー情報サービス

GPP
東電PGシステムから取得
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スマートメーターのBルートサービスを活⽤

スマート
メータ

送配電
会社

HEMS

需要家

30分値

停⽌、契約変更等

準リアルタイム値

各種情報提供

Aルート Bルート

⼩売
事業者 ⺠間会社

需要家の
使⽤情報 Cルート

送配電会社のシステム上で 数秒遅れだが、毎秒デー
タも取れる。通信データ
を多くすれば。

ただし、現在、次世代スマートメーターの議論中で、通信⽅法や昨⽇がどうなるか不透明。
Bルートサービスが残ることは確か。



系統からの供給量と消費量の比較
全量⾃家消費の場合、
図のように、発電時間中の施
設側消費量（⻘）は、常に系
統供給量（オレンジ）を上
回っている。
14時から14時30分までは、両
者の差が最も⼩さく、⾃家消
費率99％となっている。
それでも、この発電所の電気
は、全て、この特定消費者に
よって使われたことがわかる。

注意︓再エネ100％ではない。
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再エネ100％にも応用可能
再エネ100％の場合、
図のように、発電時間中の施
設側消費量（⻘）は、常に系
統供給量（オレンジ）下回っ
ている。
ただし、18時以降、8時以前
にも消費がある場合、発電量
はゼロになるため、再エネ
100％にはならない。昼間時
間帯の限定的再エネ100にな
る。
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２、コーポレートPPA事業
１、全量売電（屋根・⼟地借り） ２、オンサイトPPA（屋根・⼟地借り）

３、オフサイトPPA

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

⼩売会社

賃貸料 電気

売電料

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

電気代

⼩売会社
売電料

余剰売電全量売電

電気

発電事業者

需要家 電気代

⼩売会社全量売電

売電料

相対契約

相対契約

４、リース契約

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

⼩売会社

全量売電

リース料

（余剰売電でも良い）

売電料

（余剰売電もありうる）

電気はPPA消費
（⾃家消費ではない）

電気を施設に供給していたら
実はPPA消費に近い。
飯⽥市おひさまの事例など。



オンサイトPPAの一例

7

再エネ
発電所

設置会社

建物所有者様

グリーン
ピープルズ
パワー

設備の設置
維持管理を行う

GPPが施設の屋上に発電
所を設置（無料）

一部電気の供給

晴れた日の昼間には太陽光発電
の電気をたっぷり「自家消費」

太陽の電気
では足りな
い電気を
GPPが供給

お使いの電気の一定量が太陽の電気
に置き換わります。
夜や雨の日の電気は、一部蓄電池か
ら供給されます。それでも足りない
電気はGPPが外部供給します。

GPPは、受け取った余剰電気を
GPPのユーザーに供給

昼間の晴れた日の電気。16円/kWh。

自家消費され
なかった電気
（余剰部分）
はGPPへ 施設では

太陽光の電気、蓄電池の電
気、それ以外の電気料金を
まとめてGPPに支払います。

電気代の支払い

GPPは資金を集め、
設置を行う。

GPP＝グリーンピープルズパワー株式会社が社債募集にて建設中。

蓄電池

蓄電池の電気。20円/kWh。

オプション



⼆酸化炭素排出抑制対策事業費等補助⾦・廃熱・未利
⽤熱・営農地等の効率的活⽤による脱炭素化推進事業

かなごてファーム
⾦次郎の⾥発電所

松⽥町
アシガラパートナーズ

農家カフェ・シエスタ

電気

発電＜消費量
⾦次郎の⾥発電所で作られた電気が、
すべて2つの施設で使われています。


